
第２６４回福島県災害対策本部員会議（概要） 

災害対策本部総括班まとめ 

 

１ 日 時：平成 24年 5 月 7(月）9:43～10:09 

２ 場 所：第一特別委員会室 

３ 内 容： 

（１）環境放射能測定結果（暫定値）の状況について 

 事務局：別紙資料により説明 

  5 月 7 日午前 6 時現在の状況について報告する。 

直近の測定結果で、最小値は、下郷町の道の駅しもごう、南会津町の道の駅たじま

の 0.04μSv/h、最大値は、大熊町の夫沢三区地区集会所の 37.96μSv/h となってい

る。 

 継続して測定を実施している地点については、おおむね横ばいまたは減尐傾向を示

している。 

 

（２）福島県民向け電話相談窓口 週報について 

 オフサイトセンター事務局：別紙資料により説明 

  4 月 22 日～4月 28 日の先々週の相談件数は 242 件。 

  主な内容は、区域再編について、再編はいつ行われるのか、早急に進めて欲しいと

いった意見、国や県が情報提供をいろいろ行っているが、県民までなかなか情報が届

かないということもまだあるので、積極的に情報公開をしてほしいといった意見があ

った。 

  4 月 29 日から 5 月 5日まで先週分は、171 件。 

  主な内容は、がれきの受入れについて、がれきは県内に置き、コンクリートで固め

てしまうべき、処理方法を今年中には決めてほしいといった意見、南相馬市の区域再

編について、解除された井戸水の測定はいつから始まるのかといった問い合わせがあ

った。 

 

（３）「農林水産業に関する相談窓口」の利用状況について 

 農林水産部長：別紙資料により説明 

  先週の相談件数は、33 件。 

内容は、山菜やきのこなどのモニタリング調査結果に関するものが 16 件、農地の

除染に関するものが 2 件であった。山菜が出回る季節のため、山菜の採取、「食べて

も大丈夫か」といった問い合わせが多く寄せられた。 

 

 



（４）「原子力損害の賠償等に関する問い合わせ窓口」利用状況について 

原子力損害対策担当理事：別紙資料により説明 

 相談件数は、先々週が 159 件、先週が 77 件となっている。件数は、かなり尐なめ

になって落ち着いてきている。 

問い合わせは、中通り、浜通りの方の個人からのものが、かなり多くなっている。

内容は、賠償の手続き関係について、個人のケースでどういったものが対象になるの

かという問い合わせ、評価に対する不満が多くなっている。 

 

（５）経営・金融・労働の相談状況について 

  商工労働部長：別紙資料により説明 

4 月 23 日の週からの相談件数は、合計で 34 件。4 月 23 日～27 日までが 23 件、5

月 1 日、2 日が 11 件となっている。前の週が一週間で、34 件と同数であるので、ほ

ぼ同じ程度と思われる。 

内容は、制度資金に関する融資要件についての相談、県外避難者からの就職等につ

いての相談があった。 

 

（６）「平成２４年度林野火災空中消火訓練」実施概要について 

生活環境部長：別紙資料により説明 

日時は、平成 24年 5 月 9 日（水）10:00 から開始する。今回の訓練の特徴は、ヘ

リコプターからの空中消火訓練では警戒区域内での林野火災を想定した訓練を実施

するということ。ヘリコプター乗員はタイベックスを着用し、自衛隊のヘリコプタ

ーは訓練終了後にスクリーニングを行う。大規模な林野火災が発生したという想定

の訓練であり、大量の水をヘリコプターから水を落として消火することからかなり

大規模になると思う。スケジュールとしては 10:40 から散水訓練を実施し、正午前

には終了予定である。 

 

（７）東京電力（株）福島第一原子力発電所１～４号機の廃止措置等に向けた中長期

ロードマップ（概要版）について 

  経済産業省資源エネルギー庁 

荒川福島双葉地域担当官事務所長：別紙資料により説明 

昨年１２月に政府で決定された中長期ロードマップについて、現在月１回の運営

会議を開き、その進捗状況を管理しているところである。資源エネルギー庁としても、

そういう状況を指導し東京電力ほか適切に対応するように監督するという立場から

しっかりとみていきたい。その状況についても災害対策本部員会議でしっかりとご説

明させていただきたいと思っている。 

１ページの資料のとおり３期に分け、第１期は４号機から使用済み燃料を取り出す



ことを始めとして、原子炉の冷却、滞留水処理、海洋汚染の拡大防止、使用済燃料プ

ールからの燃料取り出し、燃料デブリの取り出しなど、第２期、第３期と計画的に進

めていきたいと考えている。 

  ２ページに今日のトピックスとして、４号機の使用済み燃料プールの健全性につい

て説明する。４号機について昨年の５月に耐震安全評価を実施し、保安院の方でもチ

ェックされている。健全性に耐震性の問題はないことを確認され、その後、７月に安

全余裕度向上のため、使用済み燃料プール底部に支持構造物を設置する工事を実施し

ている。プールの水位の測定を資料の右側に示しているが、原子炉ウェル（原子炉が

入っていくところ）、下の使用済燃料のプールの水位を何度か確認をして、いずれも

床に対して同じ値にあり、傾いた状態ではないことを確認している。 

  ３ページには、先月２３日に、政府の中塚内閣副大臣に４号機原子炉建屋５階にあ

る原子炉ウェルの確認、使用済燃料プールの現状をご視察いただいたところである。

このような形で継続的に中長期ロードマップの進捗状況をご説明させていただきた

い。 

 

 知事： 

  荒川さんはどのような立場で郡山にいらっしゃるのか？ 

 荒川事務所長： 

平成２４年４月１日から経済産業省資源エネルギー庁から郡山事務所に来ている。 

 

  知事： 

  オフサイトセンターとは別なのか？ 

 荒川事務所長： 

  廃炉に向けたプロジェクトそのものの管理監督という立場できている。福島第２原

発にも分室を設け、現地に入り会議にも参加している。 

 

 知事： 

  第１原発の廃炉が中心なのか？ 

 荒川事務所長： 

  第１原発の廃炉に向けた中長期対策をしっかり対応する役目である。 

 

 知事： 

  第１原発の廃炉プロジェクトの一人が荒川さんなのか？ 

 荒川事務所長： 

  経済産業省の資源エネルギー庁が全体のプロジェクト管理を行う。安全面について

は保安院が確認する。 



 知事： 

  今の問題は安全面の確認である。 

 荒川事務所長： 

  全体のプロジェクトが進捗するように計画的に進めたい。 

 

 知事： 

  4 号機の話を双葉 8町村には説明されたか？ 

 荒川事務所長： 

  毎月の運営状況は運営会議で確認している、8町村にも説明済みである。 

 

 知事： 

  理解していただけたか？ 

 荒川事務所長： 

  理解していただけるように説明したい。 

 保安院次長： 

  廃止措置 30～40 年と時間がかかるものなので、現場の方で東京電力にしっかりや

っていただかないといけないものであるが、これは研究開発としっかりとした国の支

援が必要であり、これは資源エネルギー庁がしっかりと対応していくことである。 

 それと併せて安全のチェックというのは原子力安全保安院が現地に保安検査官、地域

統括も現地にいて、安全対策は現地でしっかりとさせていただいている。オフサイト

センターはそこと連携し、情報はきちっと把握し関係機関と共有して、必要なオフサ

イトセンターの対応をしていくということです。現場での対応と福島でのオフサイト

センターでの対応と連携して行われているという状況です。 

 

 知事： 

  生産側と安全側と連携というのは非常に疑問がある。それで今の稼働の話になって

いる。 

 保安院次長： 

  連携と申し上げたが役割が全く異なるという意味である。 

 

 知事： 

  規制庁ができれば荒川さんの方になるのか？ 

 荒川事務所長： 

  安全規制は保安院でチェックするので、プロジェクト全体がしっかり計画的に達成

されるように政府の立場としてみていくという役割になる。 

 



 知事： 

  経済産業省の方がいらっしゃるが、今までもいろいろな議論があり、原子力安全保

安院と資源エネルギー庁は分離しろという話はようやく分離の方向となった。この事

態のなかで、安全が最優先であり安全というのはチェックするという機能のことであ

る。一方では、資源エネルギー庁はある意味で推進する状況であり、福島県としては

私が申し上げたとおり検証をしっかりしてからの話である。資源エネルギー庁の方が

いらっしゃってプロジェクト云々の話があったが、基本は原子力安全保安院が中心と

なってやる、そういう気持ちでやってもらっているとは思うが、世論としてもこのよ

うな状況のときに稼働の話が出ること、しかも福島の現場で資源エネルギー庁の方が

このような話をすることは私にとっては理解に苦しむ。 

  4号機については町村長一人一人が納得するように前面に出て話をして説明するよ

うに。 

 

（８）一時立入受付コールセンター及びホームページ開設について 

 オフサイトセンター事務局：別紙資料により説明 

 一次立入については、5 月 19 日から開始される予定、それに先立ちまして 5 月 10

日からコールセンターというものを立ち上げます。これは、今までは自治体が住民の方

の受付窓口になっていただいて通行の許可証などを発行していただいておりましたけ

ど、今後は、このコールセンターで一括して受付・通行の許可証の発行などをいたしま

す。 

これによって、自治体のかなりの業務の負担が減るものと思っております。コールセ

ンターの概要は下に書いてあるとおりの電話番号・受付時間、祝日・休日を含んで受け

付けいたします。対象市町村はここに書いてある５町で、楢葉、富岡、大熊、双葉、浪

江でございます。 

 スケジュールは、5 月 19 日から 7 月 15 日までの予定でございます。 

  

（９）東日本大震災警察活動写真展の開催結果について 

県警警務部長：口頭により説明 

4 月 26 日から 5 月 2 日までの 7 日間、福島駅西口にありますコラッセの１階のアト

リウムと 5 階のロビーにおきまして写真展を開催させていただきました。写真約 150

枚、それから警察職員及びその家族、また他県から応援に来ていただいた応援の警察官

による手記約 30 点の展示をいたしました。1 階のほうが入場者数、現場での手による

カウントですが、1 階が 2,811 名、5 階が 1,854 名とのことで 1 階と 5 階を合わせます

と延べで 4,665 名の方にご来場いただきました。沢山のご来場いただき感謝申し上げま

す。 

 



また、期間中には、知事にも会場の方にご来場いただきまして、時間をかけて見てい

ただきました。ありがとうございました。 

写真につきましては、報道当時されていませんでした被災地の状況ですとか、ガレキ

の中での捜索活動、あるいは海に潜ってのスキューバ－ダイバーを使っての捜索といっ

たような状況のほかに、拾得されたお金を洗っている様子ですとか、ご遺体が身につけ

ていた衣服を洗っている姿といったように通常なかなか皆さんが目にすることがない

警察活動を写真に展示させていただきましたが、そういった姿に感銘を受けたといった

ような主旨の感想をアンケートに書いていただいた方が沢山いらっしゃいました。特に、

福島県以外からの全国からの警察から応援をもらっていた様子が写真でも現れている

わけですが、そういった全国からの支援への感謝の言葉ですとか、職員の手記を読んで、

被災者でありながら職務にあたっていた警察職員に対する感動といったようなことを

アンケートに書いてくださった方が沢山いらっしゃいました。また、写真や手記を見て

ご自身の立場と重ねて辛い記憶が甦ったという方もいらっしゃったと思いますけれど、

その一方で、また自分たちで頑張ろうという気持ちになってくださった方もいらっしゃ

ったと思います。また、アンケートでは、県内での巡回展示を是非してほしいという要

望の声を多数いただいております。これは会場を確保できる限り、順次県内でも開催し

ていきたと考えております。また、合わせまして福島の状況を全国の人に知って欲しい

とのことで県外での開催ですとか、あるいは、手元に写真が欲しい、あるいは手記を是

非手元で読みたいという要望もございました。こういったことは検討しておりますとこ

ろですので、引き続きその可能性というものに是非探っていきたいと思っております。 

なお、警察の活動につきましては、本日も行方不明の方の捜索活動を続けております

し、本日現在も約 500 名近い応援部隊を県外からいただいております。また、その他

に 350 名のウルトラ警察隊の出向者も県内で勤務しております。福島県の復興を支え

る活動を是非力強く推進して行きたいと考えております。 

 

（10）その他 

農林水産部長： 

農林水産部でございますが、5 月 3 日から 4 日にかけての豪雤によりまして田村市常

葉町の農業用のため池が決壊いたしました。水田 2～3 枚に土砂の流入があったという

ことですが、特に人的被害とか建物への被害はございませんでした。その他に、天栄村

といわき市で林道の法面崩壊がございましたが通行には支障ございませんでした。それ

から 5 月 5 日、6 日に雹が降りまして、特に県中地区、それから一部喜多方などにも降

りましたが被害状況については調査中でございます。 

 

 

 



知事： 

福島県民向け電話相談窓口週報の 21 番目の「国や県は日夜、原子力災害に取り組

んでいるが、県民まで情報が行き届かない。そのせいで、「何もやっていない」「情報

を隠している」と受け取られてしまう。もっと国と県の動きが伝わるよう、積極的に

情報を公開してもらいたい。」とあるが、これはどういったことだろうか。お互いも

っと情報を開示しなければいけないということ。どういう方法があるんだろう。国と

県とで精査して県民にもっと分かるような方法を。「何もやっていない」「情報を隠し

ている」と受け取られてしまうとちょっと残念な話だなと思う。これだけ開示してい

るんだが。方法を研究してみてください。 

オフサイトセンター事務局： 

ご指摘ありがとうございます。我々も努力はしているつもりではありますが、更に

県民に直接届くような方法を考えてみたいと思います。 

 

 

知事： 

 皆さんご苦労様でございます。 

連休中、私も警察の写真展に行きました。観覧している方も多く、捜索の中でガレ

キを一つ一つ丁寧に人命を大事にしながら捜索している姿にみんな感銘していまし

た。また県内で写真展を開催するということで極力皆さん協力して見ていただくこと

が行政に対する一つの理解にもなるかなと思っております。 

また、それぞれ応援に来ていただいている他県の皆様本当にありがとうございます。

観光の方も昨年とまた違って、それぞれの地域で元気を取り戻しながら観光客も相当

戻っているというのを私も実感しておりますし、スカイラインに行った際には他県ナ

ンバーが大分入っていた状況で、そういう中で子どもたちが吾妻小富士に上っている

姿をみて本当に感動したし、子どもたちの元気に会えてまた背中を押してもらったか

なということです。 

厳しい状況の中、それぞれみんな大変な仕事が続いていくと思いますけれども心を

一つにして、しっかりまた立ち向かって行きたいと思いますので今週もしっかり対応

願います。 

 

 

  

 


